
農学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Agricultural Sciences

各講究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ，アドバイザリー・コミッ
ティにおける研究活動の定期的な進行
管理，個別指導など
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・ 一般入試、社会人特別選抜、留学生特別選抜（国際農業科学プログラム、生物資源工学・ 経済学コ

ース）などの多様な選抜方式を採用する。

・ 国際的活動に必要な語学力の評価、口述試験による自己表現能力、専門分野に関する研究能力、研

究計画の適切性などの評価をもとに、本学位プログラムに適した人材を選抜する。

・ 英語による教育プログラムや社会人を対象に 1 年間で修了可能な早期修了プログラムを実施する。

・ 入学後に学生ごとに３名以上の本学位プログラム教員からなるアドバイザリー ・ コミッティを設置し、

1 年に 1 回以上のヒアリングを行い、研究推進への助言を行う。アドバイザリー ・ コミッティは必要に

応じて他学位プログラムの教員も参画する。

・指導教員は、査読付き学術論文執筆や学会発表・シンポジウム参加等の研究能力習得上の指導を行

うだけでなく、入学時の諸手続きや博士論文申請の諸手続き、奨学金の案内等を常に行い、学生の学

位取得をサポートする。

・ 学位論文審査の前提として学会査読付き論文を投稿させ受理まで指導する。これにより学位にふさ

わしい成果を上げているかを評価する。また学位審査に先立って研究成果の発表会を行い、コミュニ

ケーション能力や課題解決能力を評価する。

・学位審査では、学位論文審査委員会を通じて、研究成果を統括する能力、国際的に高い評価を得られ

る企画書・ 学術論文を公表する能力の有無を評価する。口頭試問により研究活動における倫理観、

外国語能力、農学を通して世界に貢献する明確な意思などを評価する。

 総合科学としての農学が関わる各専門分野において、自らの力で研究・実践を計画して推進する能力、総括する能力、

及び国際的に高い評価が得られる企画書・起案書・学術論文を公表する能力を体系的に修得するための教育課程を

編成する。

＜NARO連係先端農業技術科学サブプログラム＞

 国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構に在籍する第一線の研究者が、連係大学院の教員として学

生指導を行う。我が国農業の産業基盤を支える総合的な技術体系の確立、持続的な食料供給を実現する地域社会の

活性化を含む先端農業技術を修得する。
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